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〔論文審査の要旨〕 
 有機半導体はこれまで主流となっていたシリコン系半導体とは異なった伝導メカニズム
を有しているが，その特有の伝導メカニズムを考慮したコンプリートなデバイスモデルは
まだ存在しない。本論文では，有機薄膜太陽電池などの有機エレクトロニクス製品の将来
性に着目し，回路設計に応用できる有機デバイス用コンパクトモデルを提案している。 
 第 1章では，有機エレクトロニクスの概要と本研究の目的を述べている。 
 第 2章では，有機太陽電池の将来性や市場展開の可能性に関してインドの無電化地域で
調査を実施し，その手法と結果を整理し，本研究の意義および位置付けを明確にしている。 
 第 3章では，無機デバイスと有機デバイスの特性の違いをまとめ，モデリングに必要な
デバイス物理について説明している。  
第 4章では，有機デバイスの製造に関する重要な技術を説明している。また，実際に有
機デイバスを試作し電流特性の測定結果を示している。  
第 5章では，有機デバイスの伝導理論に基づいたキャリア移動度モデルを提案している。
本移動度モデルを有機デバイス用コンパクトモデル HiSIM-Organic として実装し，パラ
メータ抽出によって実測値を再現している。また，課題についても述べている。 
第 6章では，開発されたモデルを回路シミュレーションに適用し，昇圧回路にも利用される
リングオシレータの実測値との比較を行っている。周波数のシミュレーション値は実測値に非
常に近い値を示しており，再現性が確認できる。 
第 7章は結論であり，研究成果をとりまとめ今後の課題について述べている。 
以上のように，申請者は本論文において，有機半導体の性質を取り入れたデバイスモデ
ルを提案した。この成果は，有機エレクトロニクスの進歩に学術的に大きく寄与するもの
である。よって，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資
格があるものと認められる。 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
